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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされる産物はRNA結合タンパク質ファミリーに属し、細胞傷害性リンパ球（CTL）標的細胞に対して核酸分解活性を有する。このタンパク質はポリ(A)ホモポリマーを優先的に認識し、CTL標的細胞においてDNA断片化を誘導するため、アポトーシス誘導に関与する可能性があることが示唆されている。顆粒に結合した主要なタンパク質は15kDaのタンパク質であり、これは40kDaの産物のカルボキシル末端からタンパク質分解によって生成されると考えられている。この遺伝子には、選択的スプライシングによって異なるアイソフォームが形成されることが確認されている。
	研究分野
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	TIA1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	TIA1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	TIA1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

